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　現在の学会活動の大きなテーマのひとつが人口減少下に
おける「人材の確保と育成」であり，これまでに関連のシ
ンポジウムまたは企画セッションを全国大会時に開催して
きました。人材育成を語る場合，社会的使命を果たす学術
の継承問題，今後の学術の担い手となる若い人材を誘引す
る魅力ある学術の要となる研究方向の具体化を明確にする
ことが重要と考えています。
　そのため，宇都宮大学で開催した大会講演会において「農
業農村工学分野における学術の継承と今後の研究方向のあ
り方」というシンポジウムを行い，そこで講演いただいた
5 名の方々に改めて執筆いただき，小特集として企画しま
した。
　現在検討中の技術開発計画においても，重点分野を推進

するために，① AI 等のデジタル技術のフル活用による魅力
ある技術分野の構築，②新技術の迅速な導入に向けた取組
みの推進，③技術開発を促進するための仕組みづくり，④
幅広い分野・世代の技術者および研究者の確保・育成が検
討されています。
　重要なことは，農業農村工学技術の継承の中核をなす新
たな国営事業の存在意義を模索し，学術の継承を図る人材
育成が必要と考えており，そのためには，「自分を乗り越え
させる熱意」を持った指導者がいること，それが最も大切
なことだと考えています。本分野が社会的使命を果たすた
めの重要課題を検討し，学会活動の進むべき方向を議論す
る契機となれば幸いです。
� （農業農村工学会　小泉　健）
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